
抄』を除く。

総合データベースは，現時点ではFile Maker Pro 12を用いて構築してい

る。掲出字画像は個別ファイルで維持し，掲出字と注文のテキストデータは

エクセル形式やCSV形式に変換が容易である。図に入力画面のイメージを

示す。

６ 漢字字体史研究と漢字字書編纂史研究

6.1 言語史研究への貢献

冒頭に述べたように，平安時代漢字字書総合データベースは，漢字字体史

研究と漢字字書編纂史研究とに資することを目的とする。この点について略

述して，和訓，字音を含めた言語史研究への貢献の可能性を述べる。

6.2 漢字字体史研究

石塚晴通（1999）によれば，中国では初唐（618～８世紀初）に楷書の字体

の基準が明確化し（初唐標準），その後，晩唐の開成石経（837年）に至って

図 平安時代漢字字書総合データベース（イメージ）
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